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滞納処分による財産の換価の猶予を決定した行政文書に添付すべき分納計画書の原本が添付されていないものがあった。添付されていない経過については、以下の説明であった。
滞納整理に当たり、滞納者から分納申請があった場合等一定の状況が認められる場合には、滞納処分による財産の換価を猶予することがあるが、換価の猶予を決定した行政文書に添付して保管すべき滞納者から平成26年11月４日に提出された分納計画書について、担当者が分納の進捗管理を行うため原本を手元に保管し、平成27年１月26日の完済後、同年２月上旬頃に担当者が誤って他の書類と一緒にシュレッダーにかけて廃棄してしまったもの。分納計画書原本がないことについて、事務局監査前日の平成27年12月７日に資料を整理する際、判明した。
　
決裁年月日
平成26年11月４日
滞納者
有限会社Ａ社
分納計画書に含まれる個人情報
法人代表者氏名
（注）当該事実関係について調査を行い、その結果について記録された文書は作成されていなかったが、監査指摘後に調査を行った課長により上記事実関係を明らかにした顛末書が作成され、当該行政文書に添付された。

	　提出された個人情報を含む書類については、個人情報保護条例等に基づき適正に管理するとともに、行政文書管理規則等に基づき適正かつ細心の注意を払い取り扱われ、再発防止策を講じられたい。



	　個人情報を含む書類の管理については、適正かつ細心の注意を払い取り扱うよう、再度、関係職員に対し注意喚起を行った。
　分納計画書の原本については、 換価の猶予の決議後に担当課長が一件書類として、決議書と併せて換価猶予決議書綴にとじ、所定の場所に保管することとした。また、分納計画書の内容を担当者が「税務情報システム」に入力し、分納計画書そのものではなく、これにより分納の進捗管理を行うこととした。（一人別管理することとされている高額滞納事案を除く。）
　また、「高額滞納税整理事務処理要領」により一人別管理することとされている高額滞納事案にかかる分納計画書は、従前から換価猶予決議書と併せて事案ファイルに保管、管理し、高額滞納税一人別表により分納の進捗管理している。
　今後は、このような事案が発生しないよう、個人情報保護条例や行政文書管理規則等を順守し、適正な書類の保管及び保存を行う。
　


分納計画書の廃棄
監査（検査）実施年月日（委員：－年－月－日、事務局：平成27年12月８日）
【個人情報保護条例】


(適正管理)


第９条


２　実施機関は、個人情報の漏えい、滅失及び損傷の防止その他の個人情報の適切な管理のために必要な措置を講じなければならない。








【行政文書管理規則】


(行政文書の適正な保管及び保存)


第16条　文書管理者は、適正に行政文書の保管又は保存をしなければならない。





【徴収事務処理要領】


第４章　納税の猶予　第２節　換価の猶予


５　書類の整理


換価の猶予に関し、作成した書類及び滞納者から提出された書類は、１件書類として編てつする。









